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1979年11月24日 奈良国立文化財研究所 飛烏藤原宮跡発掘調査部

.' 

1．調査の経過

奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部は、昨年、藤原宮東面北門推定地

に南接する地域において、宮東大垣とそれにともなう内醤・外蹟等の発掘調査をお

こなった（第24次調査）。本年は、引き続き、主として宮東面北門の位置及び規模

と三条大路を確認し、あわせて昨年検出した「伎舎」あるいは「厩亭」と推定され

る建物の規模を朗らかにする目的をもって、 1979年9月7日より第27次調査を開始し、

硯在継続中である。なお、調査地は、藤原宮大極殿の東北約500mにあたり、調査面

積は約2200m'である。

2.検出した遺栂

調査によって検出した遺構は、蕨原宮造営直前、藤原宮期、その他にわかれる。

＜藤原宮期の遺栂＞宮東面北門、宮東大垣、内蓋、外嚢、掘立柱建物1、溝1、土

壌 1がある。北門 (SBlO) は、後世の削平のため礎石や基壇士は全く認められなか

った。ただ、数ケ所で根石が残っており、それによって、東西 2問、南北5閻の門

が復原できる。柱問は約5。lm(17尺）である。宮東面大垣(SA!75)は、門の南側で 4間

北側で 1間分を検出した。柱間は約2.7直 (99尺）で、いずれも東側に柱を抜き取って

いる。内嚢 {SD2300) は、大垣の西方約12皿にある輻匂2•5mの南北溝であり、外嚢

(SD170) は、大垣の東方約20mにある輻約6mの南北溝である。 SB2290は、昨年検出

した「伎舎」あるいは「厩亭」の続きで、今回の分とあわせて梁行2間、桁行7間

南北棟掘立柱建物であることが判明した。 SD2295は、大垣と外豪のほぽ中間に位醤

する南北溝で、宮の四周をめぐると考えられる。 SK14は、発掘区北西隅に広がる浅

い土壌で、多量の瓦と土器を出土した。

＜藤原宮造営直前の遺構＞ SBO!は、 SB2290の北にある南北棟掘立柱建物で、建物方

位は北で西に偏している。梁行は 2 間、 1•5m等間で、桁行は西側が 2 間、東側が 3

間で、柱間はそれぞれ2•4m等間、 1•6m等問である。西南隅の柱抜き取り穴から土師

器甕、鼈が出土した。

くその他の遺聘＞ SX02は、外識の西岸に接した南北方向の柱列で、 4間分を検出し

た。柱間は1•9m等間である。 SA03は、 SX02の西にある南北方向の掘立柱塀で柱問は

1.8m等間、 6間分を検出した。井戸SE04、土濃SK05は、いずれもS02295と重複して

おり、藤原宮期以後のものである。 SK06は、東西1.2m、南北1.5mの不整方形の士濃

で、つぎに述ぺるSA07と重複している可能性がある。 SA07、SA08は、東西方向の掘

立柱塀で、どの柱掘方にも柱痕跡または小規模な礎石をともなう。柱間はいずれも

2•3m等間である。また、 SA08の柱掘方の 1 つは、大垣の柱抜き取り穴と童複してい

る。 SB09は、門の部分に重複した南北2間、東西 4間の建物で、柱間は、梁行2.7m

等間、桁行2,8m等閻である。建物方位は北で東に偏している。 SA11も門の部分に軍

複する東西 2間の掘立柱塀で、柱間は1.7mである。 SK13は、西半部が内溶語にかかる

長方形の土J既で、東西3m、南北1.6mをはかる。

3．出土速物

完掘してはいないが、 SD2300及びSD170からは、多量の土器と瓦が出土している。

瓦類では、軒丸瓦6274 6276、6279型式、軒平瓦6646、6647型式が目につく。また

鬼瓦では、昨年出土した三重弧文鬼瓦と同一個体の一部が出上した点が注目される。

木簡は、硯在のところ外藻から320点余出土している。荷木Lしますべて部名表記で、特

に「備前国」を「備道前国」という古様の書き方で記したものが珍しい。年紀のあ

るものは「和銅元年」が1点あり、文書の官司・位階・荷札の郡名表記などからみ

ても、大宝令以後のもので、膝原宮時代の中でも新しいものである。ほかに蓮華と

人物の墨固がある。この他に墨書土器、製塩土器、土馬などがある。

4.まとめ

北門は、遺存状況がよくなかったが、東西2閻、南北5閻の規模と復原される。

柱閻は北面中門と同じ17尺等問、大垣の取り付きも9尺とみて矛盾はない。なお三

条大路及びその南北両側溝は、今後の調査にまつところである。



f、 -

502300 
SA175 

訊05 50170 

o..-．．．．が••ふ．．．．．．．o

::::::;:;:;::::::::::::::: 

::：とととを：：：：をとを:t::

『
：：：忍：宮：ざ：窃：：
0 •:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•: 

゜
：認：3：忍：忍：：：- ：·ふ：ー・ス•:•:•:•：ャ：·：·

SA12注総海：：苺字谷
竿 SB10盛

羞菱喜裟〇
: ・:・:：苓：忍：：忘：ざ：

。

N

ヽ
・
~

SXm 

゜．．．．．．．．． 曰三9•;•.·.·.·.·.· . .-.·.·.·.•.-;-· ．．．．．．．ト・・・・・ ゜．．， 
!SK06,. 

0 0 

iSA-07, 

゜第み2次調査区 ゜
0
0
 

0
 g
 ゜

;SA2299 

SK2302 

~J 
,L 

:：:'lり「猪使門］三五[
佐伯門 il ! ，け建部門ilI--

玉手門， L-」 的門'1
[ 

若犬養::？/口[
「「「―丁―

呻

□
fSBわ駅）！

。
10 20m 

，．． 



‘ 
， 

• 

． ． ． ． 

｀ 
會

り ロ □少 位且占足 O□ 膳内
及謹．

口 麻初 i啓前 □ ・ 呂 4立 口司
□国 上 上 □□-口前] 伶： ＄ 部謄 和 口多 当
年聞 銅 多治 麻

国斗¥...J ロ口 恐用 D □ •田 元 治比 東 ミ処 に

秤 古g
人 ロ ・謹故醤 —— 

□口請 七

＜＇` 口占 ロ 馬
0 

51 口
緊 生牧呂 田 口

夫・ n 工

本

簡

力0 津・ 倉子 縣大

負
刀 肴芸 便伯
里 舒目

加部 郡長
(' 

： 口D 宅□足 比沼調D月口口郡』
依里

n 
斗ゴ里


